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 ＜どんどん暑くなってきました！！＞ 

梅雨がくる前に夏がきたような暑さです。体調をくずしていらっしゃいませんか？私は今日、

秋の八区覧会事業の話し合いのため、東区の木ノ宗山に登ってきました。ハイキングに、少し毛

が生えた程度の山のぼりだと思うのですが、体はついていかず大変でした。情けない・・・・ 

秋までにはなんとか、体力をつけておきたいと思っています。（思うだけかもしれません

が・・・・・） 

他にも、事前準備として、東区二葉の「歴史の散歩道」を歩いたり、牛田山に登ったりと大忙

しです。これらも、東区の公民館の職員や、公民館でボランティアをされている山歩きの会の方々

と一緒に行うので、タイミングが合えば、ニュースでお知らせします。一緒に歩きましょう。 

暑かったけれども、山頂の景色は絶景で、気持ちよかったですよ！ 

                        

 

 

 

 

＜二葉山の山頂からの光景＞ 

＜木ノ宗山山頂からの光景＞ 

この山はきつかった！！ 

 



＜報告＞塩づくり大成功！！ 

 5月 28日（土）に古代生活研修会で「塩づくり」を行いました。石本さん、下野さん、谷口

さん、寺岡さん、舛田さん、の5名が参加され、藻塩（もしお）づくりにチャレンジしました。

稲坂が塩の作り方を簡単に説明したのですが、みなさんの方が、知識豊富だったような気がする

のは、私だけでしょうか・・・？ 

そうはいっても、自分自身で塩を作るのは初めての事で、びっくりされることが多かったので

は？1時間半という長時間、火の回りでねばって、塩が製塩土器の中にできたときは、感動の声

が上がりました。予想以上にまろやかな味がしたのも驚きでした（もっと辛い塩ができる予定で

した）。強烈なにおい（クサッ！という感じ）にも・・・これは私たちは驚きませんでしたが、

みなさんは驚いておられましたね。 

舛田さんと、谷口さんは、3月に野焼きをした自分の土器を持ってこられて、炊飯にもチャレ

ンジされましたが、炊飯の番をしていた小林は、「こがしたらどうしよう・・・」とドキドキも

のでした。うまく炊けてよかった。 

まが玉を作る時間がなくなってしまったのですが、またの機会に回したいと思います。とにか

く、驚くほどの大成功をみた、塩作りでした。（あと谷口さんプリンありがとうございました。

おいしくいただきました。）  

        

 

 

              

 

怪しい雰囲気ですが、あくをと                                     

りながら水を煮詰めています。 

火の調節がむずかしい。 

 

 



＜おしらせ＞ 鹿角で、釣り針を作ろう！ 

次の、６月１８日（土）の古代生活研修会では、「鹿角か

らつくる縄文釣り針」を行います。 

7月 2・9・16日に開催する、「縄文人に学べ！！手づく

り釣り体験」の内容を、皆さんにも事前に体験していただ

きたいと考えています。よろしければ、この事業で、一緒

に指導していただければありがたいです。大人向けの事業

なので、結構釣り好きの方も集まると思いますが、さすがに、鹿角で釣り針をつくったことのあ

る人はいらっしゃらないと思いますので。 

事業の中では、7月16日（土）に実際に渓流釣りに出かける予定です。また7月2日は森林

公園こんちゅう館で、クスサンという虫からテグス糸を採るのですが、そのときに、こんちゅう

館学芸員特製の「おやこ汁」が振舞われるそうです。なんの親子か？事務室で話題沸騰です。や

はり昆虫館ですから、具は昆虫！うーん楽しみ！？ 

チラシを同封しておきますので、皆さんのまわりで興味がありそうな方に、ぜひ声をかけてみ

てください。よろしくお願いします。 

 

6月 18日(土)は午前１０：００から開始します。

時間は２時間程度です。用事があって、最後まで作

るのが難しい方は、道具ごとお貸ししますので、家

に持ち帰って宿題にしていただいていいですよ。   

ふるってご参加ください。お待ちしています。 

申し訳ありませんが、参加される方は、お知らせ

ください。                   ＜やすりで釣り針を削っていきます＞ 

 

 



（田原さんの感想） 

 

 

 

 

 

 

 

＜釣り針作りを練習する田原さん＞ 

 

春雨 

 

この虫から引っ張り出している、春雨のような部分を、

しばらく酢につけてひっぱると、右のようなきれいな

テグス糸がとれます。やってみましょー！ 

それでは、梅雨にむけて体を壊さないようにお過ごしください。 
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鹿角は、見た感じやわらかそうに見えるのです

が、かなり固いのでびっくりしました。釣りを

したときも、「こんなに細くて、折れるんじゃな

いか」と心配でしたが、相当弾力もあり、大き

な魚が釣れたときには、感動しました。毛虫に

も、やっとさわれるようになりましたよ 


